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Ⅰ 研究の課題とその設定経緯

近年の我が国では、義務教育改革、あるいは地域教育改革の試みとしての小中一貫教育が、

急速に普及しつつある。それを導入・推進する必要性（理由）は、自治体の事情や関係者の立

場に応じて、様々に理解されている。しかし、小中一貫教育が、公立小・中学校の取り組みで

ある以上、児童・生徒の「確かな学力」の育成、より通行の言い方をすれば、学力向上を図る

ことこそが、共通の重点目標であって然るべきである。平成20（2008）年３月改訂の小・中学

校学習指導要領は、学力向上を明確に志向しており、すべての学校と教師に対して、その問題

に真正面から向き合うことを求めている。小学校学習指導要領が中学校学習指導要領を、中学

校学習指導要領が小学校学習指導要領を同一冊子内に収めていることから敷衍すれば、小中一

貫教育に対してもまた、児童・生徒の学力向上に資する方法としての期待が、政策サイドから

寄せられていると考えることが可能である。

では、小中一貫教育実践の現場においては、児童・生徒の学力向上を目指して、どのような

取り組みが行われているのであろうか。この問いに対する回答を提示するために、筆者（助

川・遠藤）は、連携型小中一貫教育を行っている宮崎県西諸県地区２市１町、すなわち小林

市、えびの市、高原町の全公立小・中学校、合計36校（小：21校、中：15校）を対象として、

平成24（2012）年７月から平成25（2013）年６月にかけて、全17項目に及ぶ質問紙調査を順次

行った。その回答結果は、自治体別には遺漏なく報告済みであるものの(１)、広域的な視点か

らは、多肢選択式（単一と複数の両回答方式を含む）の質問項目を網羅する一方(２)、次の項

目については、あえて考察の埒外としたため、いまだ取り上げるに至っていない。

１．貴校および中学校区では、小学校から中学校への「進学」に際し、学習状況や学力実

態に関してどのような引き継ぎを行っていますか。その内容や様式について、具体的に

お教えください。〔Ⅱ−１で考察。以下同様〕
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２．中学校区の児童・生徒の学習や学力について、小・中学校の教職員の間では日常的に

どのような機会に、どのような情報交換がなされていますか。情報交換の機会やその頻

度、情報の内容などについて、具体的にお教えください。〔Ⅱ−２〕

３．貴校では、新学習指導要領を踏まえて「確かな学力」を育成するために、小中一貫教

育を通してどのような取り組みを行っていますか。貴校での取り組みについて、以下に

具体的にご記入下さい。

（１）基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させるために〔Ⅲ−１〕

（２）思考力・判断力・表現力等を育成するために〔Ⅲ−２〕

（３）学習意欲を向上させるために〔Ⅲ−３〕

（４）学習習慣を身につけさせるために〔Ⅲ−４〕

これらの質問項目に対する回答は、いずれも自由記述によるものであり、選択式の場合に比

べて、実践の事実をより直接的に反映している可能性がある。結果を集計して、数値化するこ

とにはなじまない。その内容を検討する機会は、別個に設ける必要があるのではないか。本研

究は、このような考えに基づいて遂行されるものであり、その成り立ちから明らかなように、

注（２）で挙げた拙稿とは、相互補完的な、あるいは相即不離の関係にある。ただ、回答はあ

くまでも「自由」記述であるため、「当該質問に回答がない」ことと「実践を行っていない」

こととは必ずしも一致しないことに注意したい。

なお、以下では学校名は匿名とし、アルファベットの大文字で中学校区を表すこととす

る(３)。すべての回答は論文の最後に資料として提示するので、適宜参照願いたい。

Ⅱ 児童・生徒の学習状況と学力実態に関する情報交換

１ 中学校進学時の引き継ぎ（資料１）

中学校進学時の引き継ぎに関する回答からは、次のような特徴が読み取れた。

（１）時期

引き継ぎを行う時期として最も多く見られた回答は、「３月下旬」、「３月末」、「春季

休業中」などといった、年度末から年度当初にかけてである。より具体的には「卒業式後」

や指導要録の「抄本を受け渡しの際に」など、小学校卒業後、中学校に入学する前の間に行

うケースが見られる。また、次のような回答をした中学校区もあった。「新入生説明会の際

に、小学校６年生の学級担任や特別支援学級担当と生徒指導上、確認が必要な児童について

の打合せを行った。年度末に詳細について打合せを行い、新年度に入り、再度、学級担任と

なった中学校職員と打合せを行う」（えびの市Ｊ中学校区）。年度末から年度当初にかけて

引き継ぎを追加して行うこのケースは、全体から見れば稀である。

なお、引き継ぎの回数は通常１回で、所要時間は約１∼２時間程度が多いようである。

（２）担当（出席）者

引き継ぎの際、ほとんどの中学校区で、当該児童を最もよく知る教員である「小学校６年

生の担任」が小学校側の担当者として出席している。受け入れる中学校側は、「中学校職

員」もしくはただ「中学校」との回答が多く見受けられ、「中学校新１年生担任」や「中学

校の新入生担当」と回答した学校は少なかった。すなわち、小学校側の引き継ぎの担当者は

特定の学年（６年）を受け持つ教員にほぼ限られている一方、中学校側では担当者をあまり
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限定していないようである。その他の関係者として、「養護教諭」（小林市Ｃ中学校区、同

Ｆ中学校区）、「教務」（小林市Ｉ中学校区）、「特別支援学級担当」（えびの市Ｊ中学校

区）などが同席するケースがある。

なお、引き継ぎを行う場所についての記述はほとんどなかったが、回答があったものを抜

き出すと、中学校で行っているケースが４、小学校で行っているケースが１であった。

（３）引き継ぎの内容

ほとんどの中学校区で「学習面、生活面」について少なくとも「口頭で」引き継ぎを実施

している。具体的に見ると、特に配慮や支援が必要な児童についての伝達（小林市Ａ中学校

区、同Ｇ中学校区、同Ｈ中学校区、えびの市Ｌ中学校区）、「体力・健康状態、家庭環境」

（小林市Ｃ中学校区）、「リーダー性、気になる面、スポーツ、ピアノ等芸術面、保護者の

状況」（小林市Ｆ中学校区）、「ＣＲＴや単元別テストを基にした学力実態、授業中の様子

を基にした学校での学習状況、家庭学習診断表の結果や課題の提出状況を基にした家庭での

学習状況」（小林市Ｇ中学校区）、「交友関係や保護者についての情報交換」（高原町Ｎ中

学校区）などがあり、「指導法の継続も含んだ引継」（えびの市Ｊ中学校区）を行っている

中学校区もあった。これらの引き継がれた情報は、特に複数の小学校から進学する場合の学

級編成にも活かされているようである（小林市Ｃ中学校区、えびの市Ｌ中学校区、高原町Ｎ

中学校区）。

引き継ぎの場には、小学校側が資料を用意しているケースが多いとみられるが、「様式に

ついては、中学校からの提案形式に沿って対応している」（小林市Ａ中学校区）、「中学校

から、『学習の様子』『行動の様子』『出欠』を書くプリントが来ます」（えびの市Ｋ中学

校区）といった中学校区もあり、中学校側が必要な情報の提供を小学校に求めているケース

もある。

２ 日常的な情報交換の機会（資料２）

（１）機会の種類と内容

ほとんどの中学校区で行われているのは小中合同の（職員）研修会であり、「教科別の班

構成で授業研究会」（小林市Ａ中学校区）や「各学校の児童の実態について各学年からの口

頭での情報交換や各種検査についての研修会」（小林市Ｂ中学校区）、「ＮＲＴについて

は、小中学校で資料を作成し、共通理解を行っている」（えびの市Ｌ中学校区）ことなどが

行われ、児童・生徒の学力実態を共有することに力を入れている。またそこでは「小中学校

職員混合の班」（小林市Ｇ中学校区）や「小中合同教科部会」（えびの市Ｌ中学校区）を設

定するなど、小・中学校教員が混じりあうような編成がなされている。

そのほかの機会には「研究主任会」（小林市Ａ中学校区）、「小中合同担当者会」（小林

市Ｇ中学校区）、「合同分掌部会」（えびの市Ｋ中学校区）などがある。また、「授業参観

月間を設定し、お互いの授業や児童生徒の学ぶ様子を自由に参観できる機会をつくってい

る」（小林市Ｃ中学校区）など、教員どうしの情報交換だけではなく、互いの児童・生徒の

様子から直接情報を得る機会も設けようとしている中学校区もある。さらに、「小学校に指

導に行っている教諭が、小学校についての情報交換を行い、中学校で知らせてくれる」（え

びの市Ｊ中学校区）、運動会や立志式など小中合同の学校行事の際に「学力の実態や学校・

家庭での学習状況について情報交換を行っている」（小林市Ｇ中学校区）など、互いの学校
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を行き来したり、合同で何かを実施したりする機会を捉えて、積極的に児童・生徒の情報交

換を行っている様子が見て取れる。

（２）頻度

調査の対象とした２市１町は連携型の小中一貫教育に積極的に取り組んでいることもあ

り、どの中学校区でも小中合同の職員研修が少なくとも学期に１回程度、多くは月１回の割

合で実施されている。最も多い中学校区では月２回程度、年に20回以上に及んでいるという

（小林市Ｆ中学校区、同Ｈ中学校区、えびの市Ｋ中学校区）。しかし、小・中学校間では合

同研修を行うための時間を調整することが難しい。そこで、特に夏季休業中に「別途数回」

（小林市Ａ中学校区）のように時間を確保して合同研修を行う中学校区が複数見られた。

Ⅲ 「確かな学力」の育成をめざす共通実践

１ 基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得（資料３−１）

基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させるために小中学校が合同で実施していること

として多く挙げられたのは、漢字や計算のドリルやテスト等に取り組ませること（小林市Ｈ中

学校区、えびの市Ｊ中学校区）や「学習の決まり」等を合同で作成し実践していること（小林

市Ｃ中学校区、同Ｈ中学校区）などであった。

また、中学校入学前に中学校からの課題に取り組ませる（小林市Ｉ中学校区、えびの市Ｌ中

学校区）、小学校での学習の定着を確認するテスト等に取り組ませる（えびの市Ｋ中学校区、

同Ｍ中学校区）、小学校で学習した内容を中学校の授業の導入で想起させる（小林市Ａ中学校

区）など、小学校での学習内容を確実に中学校に引き継いでいくような実践がなされている。

さらに「中学校のサマースクールに小学校職員が参加し、小学校の内容が十分理解できていな

い生徒に対して指導や声掛けを行っている」（小林市Ｂ中学校区）など、小学校教員が児童の

卒業後の様子を把握し、フォローするシステムを設けている中学校区もあった。

２ 思考力・判断力・表現力等の育成（資料３−２）

思考力・判断力・表現力等の育成のために小中学校が合同で取り組んでいることとして、小

中合同の研修会や合同テーマで行う授業研究会などが多く挙げられた（小林市Ｃ中学校区、同

Ｆ中学校区、えびの市Ｊ中学校区、同Ｋ中学校区、同Ｌ中学校区、高原町Ｏ中学校区）。

実際の教育活動で具体的に挙げられた取り組みには、「言語活動を中心として、自分の言葉

でまとめる活動を重視」（小林市Ａ中学校区）、発表の仕方や話型表の活用（小林市Ｄ中学校

区、同Ｇ中学校区）、「ノート指導の在り方でめあて（問題）と結論・まとめを記録するよう

に小中統一している」（えびの市Ｍ中学校区）などがあった。

３ 学習意欲の向上（資料３−３）

学習意欲を向上させるための取り組みには、大きく３つがあるようであった。１点目は、授

業の導入で児童・生徒の興味・関心を高める工夫をすることである（小林市Ａ中学校区、同Ｇ

中学校区、同Ｉ中学校区）。２点目は逆に、授業の終盤で賞賛を行うことである（小林市Ｃ中

学校区、えびの市Ｍ中学校区）。これらを意識し、「めあて」と「まとめ」をできるだけ設定

した授業を展開するとともに、小中学校で同じような板書に取り組んでいる中学校区もある
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（高原町Ｎ中学校区）。

３点目が最も多く、小学校で中学校教員による乗り入れ授業を実施することや中学校への一

日体験入学等を通じて、中学校での学習に対する児童の不安を解消し、学習意欲を喚起させる

ことである（小林市Ａ中学校区、同Ｂ中学校区、同Ｃ中学校区、同Ｄ中学校区、同Ｇ中学校

区、同Ｈ中学校区、えびの市Ｌ中学校区、高原町Ｏ中学校区）。小学校での学習が中学校の学

習とどのように関連しているのかを知らせる取り組みをしている中学校区もあった（えびの市

Ｊ中学校区）。

４ 学習習慣の定着（資料３−４）

学習習慣の定着について、ほぼすべての中学校区で共通に行っている実践がある。それは９

年間を見通した「家庭学習の手引き」を小中合同で作成し、全家庭に配付し、家庭の理解・協

力を得ることである。それに付随して、参観日の懇談会で取り上げて保護者に説明・啓発を図

ること（小林市Ｃ中学校区、えびの市Ｌ中学校区）や、「家庭学習診断表」等の定期的な状況

調査を実施すること（小林市Ｄ中学校区、同Ｇ中学校区）などがある。

家庭での学習のほか、授業での学習習慣の定着を図る取り組みとして小中一貫して行ってい

るのは、立腰指導（小林市Ａ中学校区、同Ｅ中学校区）、「生活の決まり」や「学習の約束」

の指導（小林市Ｆ中学校区）、ノート指導の在り方の共通理解や学習中の姿勢、返事の仕方な

どの統一（えびの市Ｍ中学校区）などがある。

Ⅳ 研究のまとめと今後の課題

本稿では、西諸県地区２市１町における小中一貫教育実践に関する自由記述回答から、小学

校と中学校の教職員の間で行われる情報交換（進学時の引き継ぎを含む）や、「確かな学力」

を育成するために小中一貫の視点から行っている取り組みを把握した。

小学校から中学校に進学する際の引き継ぎでは、主に年度末に６年担任と中学校教職員に

よって、児童の学力や学習状況にとどまらない広い範囲の児童の情報が伝達されている。日常

的には、定期的に開催される小中合同の職員研修の際に、児童・生徒の学力実態の共有や情報

交換がなされている。さらに乗り入れ授業の担当教員を通じた情報交換なども行われ、小学校

と中学校との間で情報伝達の機会をできるだけ多く設けようとしている。

「確かな学力」の育成のためには、次のような取り組みが見られた。漢字・計算ドリルや

「学習の決まり」など小・中学校で共通した実践を行うほか、小学校と中学校とが連携して小

学校での学習内容の定着を図り、中学校へ引き継いでいくような取り組みにより、基礎的・基

本的な知識・技能の確実な習得を目指していた。思考力・判断力・表現力の育成のためには、

中学校区単位で授業研究に取り組み、実際の授業に活かしている。同様に、授業の構成を工夫

することにより学習意欲を向上させようと取り組んでいるほか、教員の乗り入れ授業などによ

り中学校での学習への不安を解消させることにも力を入れている。また、学習習慣の定着を図

るため、中学校区で「家庭学習の手引き」を作成し家庭にも理解・協力を求めていた。このよ

うに、学力向上に向けて、小中一貫の仕組みを活用して「確かな学力」を育成する取り組みが

なされているうえ、これらの取り組みにはある程度共通した形が見られることがわかった。

本稿をもって西諸県地区２市１町の小中一貫教育の全体把握を終えたことになるが、小林市
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で最初に調査を行ってからすでに２年近くが経とうとしている。この間、小林市に限らずえび

の市、高原町の各中学校区で小中一貫教育実践がより進展したり、成果や反省を踏まえてバー

ジョンアップが図られたりしていることであろう。今後も引き続きこれらの自治体の小中一貫

教育の取り組みを注視するとともに、他市区町村で実践されている小中一貫・連携教育との比

較を試みたい。また、質問紙調査では実態を的確に把握するには限界がある。教職員へのイン

タビューや授業参観等も含め、各学校の実践に立ち入った調査と分析・検討が今後の課題であ

る。
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資料１ 中学校進学時の引き継ぎ
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資料２ 日常的な情報交換の機会
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資料３−１ 基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させるために
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資料３−２ 思考力・判断力・表現力等を育成するために

����
����	
���������������������������� !"#�$
%&'�������()*$+,-�� &'�./��� !

01��� �$%&'*23*4�*56���� !

07���
�89:;<=>?*@A�&'�����,5BCD�EF�GH��I#��*-��
�JKI(L#MNO PH#�4!

Q���

R���

S���

T1��� �U&VW XY#ZW ��[\�G]�� !

T7���
�^_X#`��a��b*c
�d]���	ef�#g^*hi�`jB�klmnl
*g^�Aompqrs�K�3t��� !

u��� �$%&'#vw�456�G]�� !

x��� �g^*yz�K���{|*I*�M}��EF��� !

~��� �����&V��� !

����
������������&V�4�X������9�,[\3���� ![\�9�
U����&V�4��EF*�BzY�hq*�M�����&Vz�*���|����!

���� �U&VW XY��9�#��A�,[�i*3t!

����
�U&VW X�L#���O Y���[\�9�������� �#[\���3t
��¡¢�4B�89:;<=>?*£¤[\i�5BCD4B��¥N�¦§X�¨©
X�^_X*�}�ª«H���� !

¬��� �����4U��������*®DY�M}��3���� !

¯���
���#°������������3���� !
�(X��*c
*±²m@?^*&V#PB�()*§³�I´�^_��@�AH��
*,µ EF*¶·�G]�� !

¸���

¹1��� �º������»¼½�4��������¾¿���A�,[\�3���� !

¹7��� �ÀÁ*�Â*Ã�:9ÄÅ#ÆÇ�#¡È��� !

É��� ����������ÊË��� !

Ì��� �ÍÎ�#ÏÐW hi��Ñ»c
#ÒÓÔÕW !

Ö��� �^_X*��*4��1)
�×9Ø*c
�Ù�Ú,ÔÕ��3���� !

Û��� ���������#`�����A�,[��G����4EF�G]�� !

Ü��� �Ý�[\���A��*�9��^_X*�}�wE�45B6Þ��4!

ß��� �$%&'�./�4�5BCD4���*àá�A�[\*â#�4!

ã��� �@�A�&'�5BCD4���äj3�W ��,�$%&'*23�ª]�� !

å���
�����,æDçDA�*��[\i�3t��¦§X�¨©X�^_X*�}#��4
��èé#`��ºê��� !

ë���
���A�[�#°��U&VW XY�L#`��O 4�*56�[\��EFz�*
¶·Å*3��G]�� !

ì1��� ��íA�#Xî�CD���#5B6ï,� !

ì7���
��	
�ð|�4ñò��*óôµ�M}��� !
�õ9öEF*�Bz,�÷������øÍ�-���ùúW PH#��û����
 !

ü���

ý1���

ý7���
���������EF¾¿��UFCY�UÊËY�Uþ�Y*���,�N³�æ*�
ÓD�*��#U(�^_*�Y�ÔÕ��� !-4�æ*�#����&V��� !

ý����

	���
���A�*[\Ý�*
�#�U��Y�U�Y�U��Y,*�³AH&'�|�
���ÔÕ��U�³AHY��He)������,�������&'#5B6ï,�
 !

����

Ü����

ã����

�����

Q����

S����

u����

~����

�����

ë����

ü����

	����

�
�
�

³
í
*
�

�
�
�

¬����

¸����

É����

Ö����



「確かな学力」を育成する方法としての連携型小中一貫教育実践

―宮崎県西諸県地区２市１町での質問紙調査における自由記述回答の検討から― 43

資料３−３ 学習意欲を向上させるために
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資料３−４ 学習習慣を身につけさせるために

���� ���	
�������������������������	 !"#$"� 
�%

&'���
�()*+,��*-./01	 
�%
�234#$5�6789:;<8
�%

&=���
����>8()	�����*���4?3 ��34#$@A 
�%
�+,��*-./()	 B:����8C �DEFGH	 +,�I�	�JKLM
��N�OPQR�� 
�%

S��� ����TU�2+,��*-./5BV	�I�	 
�%

W���
��X�L)	�Y	Z[\/Z�34#$]�^
 2_`abcd*e�Z5BV	�(
)fgh:bi�#$*jkhA 
�%

l���
���678BV	�+,��*-./��m�nopq'rs�tr�'��=r�uv	 
I�	 
�%

w'���
�+,��*-./BV	�x+,�I�	 
�%���+,��y:�U:N�zJ	�
����i��^{|}�#$	 
�%

w=���
�����~C*9;*'^�	 ��'���u�8*��������2+,��*-./5
BV	�x+,�������I�	���@A 
�%����*���8����*��
�	 9:�����	 ��@A 
�%

���� �+,8*|:|
�0�����^�������J�ab F¡¢G@A 
�%

£��� �����*^bi:¤U���)	�2+,��*-¥/5BV	�jkhA 
�%

¦��� �34�§¨© 
�%

ª��� �«*¬�®:�7�*|}b()¯°@A 
�

±��� �����	�2�0*/�:52��*²³5#$	 
�%

´��� �2+,��*-./5BV	�µ+,�I�	 
�%

¶���
����L)	�2+,��*-./5BV	�+,�I�	 
�%���·¸¹����
��º»�2+,��¼½¾5�|�+,��*¿ÀÁÂ@
���ÃÄ])	 ��
hA 
�%

Å���
��Æ�L)	�2Ç�*È5ÉÊ�������2+,��*-./5BV	�����
[·¸¹�I�	���Ë�����()¯°	 
�%

Ì��� ���678+,��*Í�Z�^
 ÎÏ	�-.BV	�¯°	 
�%

Ð'���
�2+,��*/�:5��678BV	¯°	 
�%
�ÑÒÓ�ÔÕ	��§Ö�×*9:;Ø@A 
�%

Ð=��� �Ù�	
ÇÚ��Û�x��O�zJ	�Ü�|}#$	 
�

Ý��� �2+,��*-./5��678BV�%

Þ���
�+,��*-./ßàá�B:+,�I�	 
�%âVàã�������	��*�B�äå8
æ�%

ç��� �����8�#$èéêë	 7���[�ìèé�^
 #$Ë�%

í���
�+,��*	î:��678BV	����ï*¾^{:�+,ðñÛ�I�	 
�%�
��òóô�õö÷d��@
���¿Àø���+,��×*��@A 
�%����
2��ù��~Cú|:5��+,��*û:Z�^
 üý	 
�%

þ���
���*-./*BV%
�+,��*[:Z]�^
 �H	�%

���� �2+,��*-./5q���vBV�I�	�%

���� ���ÔÕ	 �+,��*-./BV	�+,�I�	 
�%

����
������L)	�2+,��*-./5BV	�µ+,�I�	 
�%
����*��89:���ÉÊ�hA 
�%

���� �����	 TU�+,��*-./BV	 I�	 
�%

�'���
�+,��*-./BV	�01	 
�%
������	�
BV	�����*JKhA 
�%
��¢G#$*û:Z()fg	�cd���	 
�%

�=���
���#$*�¯������[��*CV@A 
�%����	��*zJ	 

�%2�¢�����F5*6
���8���*È�[-*æ�Z��èb���{	�	 

�%+,��#$Z���	 
�%

���� �ù�A����b���* ®^{A ¯°	 
�%

!'���

!=���
�2+,��*Í�Z5BV	���~C·¸¹"�*0#�ÔÕh:bi��2+,��u
^*$¢$5*JK%#	 9:;<8
�%

!u��� �2+,��*Í�Z5µ+,�I�	�·¸¹*&§æî
8
�%

'���
�2+,��*-./5BV	�+,�I(	 
�%
�2�¢)*+ qÒ,�-¢�v*¢5zJ	�+,×*ÉÊ.�@A 
�%

/���

þ���>

����>

����>

S���>

l���>

����>

¦���>

±���>

����>

����>

'���>

�
0
«

U
¥
*
«

ù
�
1

¶���>

Ì���>

Ý���>

ç���>

（2014年５月７日受理）


